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4宇野川台風の感想(巻頭言

海勝用望

9月2 6日の台風による南町中心は松崎・揚が島・中大見・宇佐美を通るよう

天域北側白あちこち斜面が〈ずれ択という沢は急流があふれ.うに思われる。

と伝えられる筏場新田で祖国水が集勺τ聞方平野にお Lだ Lた。

河床下にひそむ粘土層の表面をすさまじく水が流れ、

「山が割れた」

それに斜めに接し上は、

その中の神代杉をとったた〈さんの穴がキ位にあたる軽石除膚がホに飽満し、

軽石甲のホが速まわりをやめ近くり低い乙の替へ渡れこんだ。"カケとなり 、
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狩野川を猶越川の替が績から奪って生じた点で似てい
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いまは粘土居にかふる掩がどん Eん後退 Lつ&ある。
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が島にある容中町山も、

る。
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厨を割る峡替ができ、
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. 第四紀いな沖積世に全体を地質学的にながめると、こんな変化はあ。たが.

自然と人の営みとほとんど問閣とならない。λ ヲてからの地形変遷とくらベ、

自然そのもりからすれば当然なあらためて考えさせられる。の関係について、

富士山における侵食すなわって毘曹となる。人頭にとむ Lろ日常的な現車が、

自然EうLてこの悩みを解消するか。ち大沢崩れ申対策に Lても開纏である。

われ人知は天を征服 Lたな1:"1:思いあがっているが、の進行をおくらせるか。

士れの思うにまかせ自己 kは人の心の中ばかりでな〈、科学控衡の方面にもま

患いうかぶま与をいきなり巻願書をもとめられ、
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以上、だ沢山あるのである。

LるLた。


